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はじめに



内容は次のとおりです。

『Oracle HCM Cloudアダプタの使用』では、Oracle HCM CloudアダプタをSOAコンポジット・アプリケーションおよびOracle Service Busビジネス・サービスで使用する方法について説明します。




	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連リソース


	
表記規則











対象読者


『Oracle HCM Cloudアダプタの使用』は、Oracle HCM Cloudアダプタを使用するアプリケーションを作成、デプロイ、テストおよび監視するユーザーを対象としています。








ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。










関連リソース


詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
『Oracle SOA Suiteを使用したSOAアプリケーションの開発』


	
Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理


	
Oracle Service Busの管理


	
テクノロジ・アダプタの理解











表記規則


このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	表記規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 Oracle HCM Cloudアダプタの概要


この項では、Oracle HCM Cloudアダプタについて説明します。


トピック

	
Oracle HCM Cloud


	
クラウド・アダプタのインストール


	
インストール後の構成タスクの実行


	
Oracle HCM Cloud WSDLの指定


	
認証資格証明の取得


	
サポートされていない機能


	
制限













Oracle HCM Cloud


Oracle HCM Cloudコネクタを使用すると、Oracle Human Capital Management Cloudアプリケーションとの統合を作成できます。統合時にOracle Human Capital Management Cloudからリクエストおよびレスポンスとして受信するビジネス・オブジェクトを選択します。

顧客は、Oracle HCM Cloudアダプタを使用することにより、統合に関する特定の詳細について理解する必要なく、オンプレミスまたはSaaSアプリケーションをOracle Sales Cloudと簡単に統合できます。

Oracle Fusion Applicationsとの統合を行う場合、設計時または実行時に考慮すべき事項がいくつかあります。この場合、ユーザーは、認証、セッション管理、フォルト処理、データ変換マッピングなどに関する統合の追加ロジックを手動で構築して統合する必要があります。Oracle HCM Cloudアダプタを使用すると、グラフィカルなポイント・アンド・クリック方式のウィザードベースのデザイナなどのデフォルトの機能を使用することにより、この複雑なロジックを構築して管理するコストを削減できます。Oracle HCM Cloud接続により、次の処理が行われます。
	
パブリックに公開されたOracle HCM Cloudビジネス・オブジェクトと実行時に対話し、これらのオブジェクトに定義された操作を実行します。


	
統合用として使用可能なビジネス・オブジェクトおよびサービスに関するコンテキスト情報を設計時に開発者に提供します。













クラウド・アダプタのインストール


クラウド・アダプタのインストールの手順は、パッチに用意されているREADME.txtを参照してください。


アダプタのインストールが完了したら、「インストール後の構成タスクの実行」にあるタスクを実行します。


注意:

サポートされるバージョンおよびプラットフォームの詳細は、サポートされるシステム構成にあるリリース証明書のマトリックスを参照してください。










インストール後の構成タスクの実行


クラウド・アダプタのインストール後に構成タスクを実行する必要があります。


インストール後の構成タスクの詳細は、『Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成ガイド』を参照してください。










Oracle HCM Cloud WSDLの指定


次の表では、Oracle HCM Cloud WSDLの要件について説明します。


前提条件


	WSDL要件	WSDLの入手先
	
URLは、サービス・カタログ・サービスWSDLのURLである必要があります。クライアントは、サービス・カタログ・サービスを使用して、そのインスタンスで使用可能なパブリックなOracle Fusion Applicationサービス・エンドポイントに関する情報をすべて取得できます。返される情報は、特定のクラウド・インスタンスに固有のものであり、インスタンスに適用されたパッチに導入されている可能性がある新しいサービスも反映されています。このサービスを使用して、クラウド・インスタンス上で使用可能なSOAPサービスをプログラムで検出したり、ビジネス・オブジェクトを管理するためのSOAPサービスを呼び出すために必要なメタデータを取得します。

	
Oracle HCM Cloud接続を作成する開発者は、Oracle HCM Cloudサービス管理者と協力して、特定のSaaSアプリケーション用としてプロビジョニングされたサービス・カタログ・サービスの具体的なWSDL URLを取得する必要があります。具体的なWSDL URLは、接続の作成中に提供する必要があります。







この項では、トークン化されたサービスWSDLの外部仮想ホストとポートを導出する方法について説明します。トポロジ登録設定タスク内のトポロジ情報には、ドメインおよびアプリケーション用の外部仮想ホストとポートが含まれます。次の手順では、サービス・カタログ・サービスWSDL URLの例としてhttp://atf_server:port/fndAppCoreServices/ServiceCatalogServiceを使用して値を導出する方法について説明します。

トポロジのレビュー・ページにアクセスするには、ユーザーのジョブ・ロールにASM_REVIEW_TOPOLOGY_HIERARCHY_PRIV資格を付与する必要があります。この資格は、ASM_APPLICATION_DEPLOYER_DUTY職務ロールに付与され、この職務ロールはASM_APPLICATION_DEVELOPER_DUTYおよびASM_APPLICATION_ADMIN_DUTY職務ロールによって継承されます。

次の手順で説明されているメニュー・アイテムおよびタスクがクラウド・インスタンス内にない場合は、必要なロールがユーザー・アカウントから欠落しています。このような場合は、クラウド・インスタンスのセキュリティ管理者に連絡してください。

	
クラウド・インスタンスにログインします。


	
ウィンドウの上部にあるグローバル領域内の「ナビゲータ」アイコンをクリックし、「ツール」ヘッダーの下の設定およびメンテナンスを選択します。


	
ウィンドウの左側にある「タスク」リージョン領域内のトポロジ登録セクションの下のテクノロジーのレビューを選択します。


	
ウィンドウの中央にある「詳細」タブをクリックします。

タブに、クラウド・インスタンスで構成されているドメインのリストが表示されます。

[image: 図GUID-A83FF1BE-84D9-49C5-8820-9F7EBB92A3FD-default.pngの説明が続きます]




	
サービス・パス値のトークン名をトポロジ・マネージャ内のドメイン名にマップします。

	
	サービス・パスのトークン名	ドメイン名
	atf_server	CommonDomain
	crm_server	CRMDomain
	fin_server	FinancialDomain
	hcm_server	HCMDomain
	ic_server	ICDomain
	prc_server	ProcurementDomain
	prj_server	ProjectsDomain
	scm_server	SCMDomain










	
ドメイン名を展開し、ドメインにデプロイされているJ2EEアプリケーションの外部仮想ホストおよびポートを選択します。サンプル・ウィンドウでは、この特定のインスタンスの値はそれぞれfs-your-cloud-hostnameおよび443です。

[image: 図GUID-CB01D3AF-462B-4765-81A8-7E2BBEE1BA6F-default.pngの説明が続きます]




	
domainName_server:PortNumberを、前の手順で識別した外部仮想ホストおよびポートに置き換えます。次に例を示します。

https://fs-your-cloud-hostname:port/fndAppCoreServices/ServiceCatalogService?wsdl













認証資格証明の取得


Oracle JDeveloperおよびOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで資格証明ストア・フレームワーク(CSF)認証キーを作成するために必要なユーザー名とパスワードをSOAドメイン管理者から取得します。これらの資格証明はほとんどのクラウド・アダプタで必要です。Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合、資格証明には3つのプロパティ(会社、ユーザー名およびパスワード)が必要です。








サポートされていない機能


アダプタは、次の機能はサポートしていません。


	
アダプタ実行時の再試行構成プロパティ(jca.retry.count、jca.retry.backoff、jca.retry.intervalおよびjca.retry.maxIntervalなど)


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlのエラー・ホスピタルでのメッセージ・リカバリ


	
拒否メッセージの処理


	
Oracle JDeveloperで公開サービス・スイムレーンまたは外部参照スイムレーン内のクラウド・アダプタを右クリックしたときに使用可能な次のメッセージ暗号化または復号化機能:

	
公開サービス・スイムレーン内のクラウド・アダプタに対する「機密データの保護」→「リクエスト・データの暗号化」。


	
外部参照スイムレーン内のクラウド・アダプタに対する「機密データの保護」→「機密データの復号化」。
















制限事項


次の制約に注意してください:

Oracle Fusion ApplicationトポロジではWebリソースとサービス・リソースに対する可視性が内部と外部の2つのカテゴリに分かれているため、Oracle Fusion ApplicationサービスをすべてSaaSモードで使用できるわけではありません。したがって、一部のサービスは内部サービスであり、統合用のアダプタでは使用できません。パブリック消費用としては外部サービスのみが使用可能です。

このアダプタはファミリ間モジュールの統合には使用できません。なぜなら、これらのモジュールに定義されているサービスは外部サービスではないからです。








2 Oracle HCM Cloudアダプタの機能の理解


Oracle HCM Cloudアダプタには、次の機能があります。


トピック

	
アダプタのアーキテクチャ


	
Oracle HCM Cloudアダプタの設計統合パターンの理解


	
アダプタ構成ウィザードを使用した統合の設計


	
実行時のアプリケーションの監視













アダプタのアーキテクチャ


このアダプタには、次の主な機能が含まれます。


サービス・カタログ・サービス

アダプタ構成中に指定するWSDLのURLは、サービス・カタログ・サービスWSDLのURLである必要があります。サービス・カタログ・サービスは、統合用として使用可能な外部サービスのリストを返すFusion Applicationサービスです。サービス・カタログ・サービスには次の機能があります。

	
クラウド・インスタンスでプロビジョニングされます。


	
特定のクラウド・インスタンスに関するパブリック外部サービス情報を提供します。これには、パッチおよびカスタマイズに導入されている新しいサービスが反映されます。


	
サービス・カタログ・サービスがプロビジョニングされたクラウド・インスタンス上のパブリック外部サービスのエンドポイントおよびメタデータを取得します。返される情報は、特定のクラウド・インスタンスに固有のものであり、インスタンスに適用されたパッチに導入されている可能性がある新しいサービスが反映されます。パートナおよび顧客は、Oracle Applicationsクラウド内のOracle Fusion Applicationsでこのサービスを使用することにより、クラウド・インスタンス上で使用可能なSOAPサービスをプログラムで検出したり、ビジネス・オブジェクトを管理するためのSOAPサービスを呼び出すために必要なメタデータを取得できます。








ビジネス・オブジェクト

サービスによって実装されるビジネス・オブジェクトは、属性のコレクションが含まれる論理エンティティの階層で構成されています。たとえば、オポチュニティ・サービスはオポチュニティ・ビジネス・オブジェクト上で定義されます。オポチュニティ・ビジネス・オブジェクトは、オポチュニティ・コンタクトやオポチュニティ・リードなどの多くのエンティティで構成されています。ビジネス・オブジェクトは、サービスの動作基盤となる機能オブジェクトです。これには、オポチュニティ、セールス・アカウント、セールス・リード、マーケティング、キャンペーンおよびセールス・フォーキャストなどが含まれます。





ビジネス・オブジェクト通知

ビジネス・オブジェクトは関連オブジェクトにグループ化され、関連オブジェクトはより高度な関連オブジェクトにグループ化されます。たとえば、オポチュニティ・サービス・ビジネス・オブジェクトには次の値が含まれます。
	
CRM : Opportunity Management: オポチュニティ






上記の値は、サービスがオポチュニティ・オブジェクトに対して動作していることを意味します。オポチュニティ・オブジェクトはオポチュニティ管理と呼ばれる関連オブジェクト・セットにグループ化され、関連オブジェクトはCRM (Customer Relationship Management)と呼ばれるより大規模な関連オブジェクト・セットにグループ化されます。オポチュニティ管理グループに含まれる他のビジネス・オブジェクトは、販売方法および販売収益です。CRM内の他の論理ビジネス・プロセス・グループは、リード管理およびパートナ管理です。



ビジネス・オブジェクト・サービスのライフサイクル

ビジネス・オブジェクト・サービスは、次の3つのライフサイクル・フェーズを通過します。

	
アクティブ: このフェーズは、サービスが最初に提供された時点で開始され、非推奨になる時点まで継続します。


	
非推奨: サービスは、新しいバージョンのサービスに取って代わられた場合や、将来のリリースで廃止が予定されている場合に非推奨となる可能性があります。非推奨ステータスは、サービスが依然としてサポートされているが将来のリリースで廃止されることを意味します。

非推奨サービスは、これらがサポートされていないことを意味するわけではありません。これらは、廃止されるまでサポートが継続されます。非推奨サービスは、非推奨サイクルを通過する必要があります。このサイクル中、このサービスが将来的に取り消されることがユーザーに通知されます。ただし、このサービスは依然としてサポートが必要なサービスのままです。

選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスのライフサイクル値が非推奨である場合、警告メッセージが表示されます。ビジネス・オブジェクトまたはサービスによって置換ビジネス・オブジェクトまたはサービスに関する情報が取得された場合、この情報も表示される場合があります。この情報は、サービスのWSDL内の注釈要素内の情報です。

サービスWSDLの一部を次に示します。


<wsdl:documentation xmlns:oer="http://xmlns.oracle.com/oer">
<name>Opportunity Service</name>
<description>A service to create, update, get, find, or delete opportunities.
 WARNING: This service will be deprecated and replaced with a newer version in the upcoming release.</description>
<oer:lifecycle>Active</oer:lifecycle>
<oer:compatibility>Supported - Backward Compatibility Assured</oer:compatibility>
. . .
<oer:category name="lbo">
<value>CRM-CRM : MOO-Opportunity Management : MOO_OPPORTUNITY-Opportunity</value>
</oer:category>
</wsdl:documentation>


新しいサービスは、より新しいアクティブ・バージョンのサービスを消費する必要があり、既存の顧客は、より新しいアクティブ・バージョンのサービスに移行する必要があります。


	
廃止: サービスは、もはや出荷またはサポートされていません。








サポータビリティ

パブリック外部SOAPサービスは、廃止されるまでライフサイクル全体にわたってサポートされます。逆に、プライベートだと見なされており、パートナおよび顧客による消費の対象ではないサービスは、サポートされません。





クラウド・サービス

クラウドWebサービス(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloud用)は、クラウド(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloudなど)と統合するためのプログラムを構築するために使用できるAPI (Application Programming Interface)へのアクセスを提供します。APIは、クラウド・オブジェクトへのインタフェースが記述された一連のWSDLファイルで構成されています。これは、クラウド情報(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloud用など)にアクセスするためのプログラム・インタフェースを提供します。顧客アプリケーションでは、標準のWebサービス開発ツールを介してWSDLファイルを使用します。WebサービスAPIを使用すると、クラウド(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloudなど)と統合するためのプログラムを構築できます。

クライアント統合の一般的な例としては、CRMアプリケーションやバックオフィス・アプリケーションとの統合があります。クラウド(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloudなど)から販売情報やマーケティング情報を取得し、財務アプリケーションや他のバックオフィス・アプリケーションで使用できます。たとえば、最近クローズしたオポチュニティに関する情報をWebサービス・インタフェースを介して取得し、Webサービス・ユーザー・インタフェースを持つ注文入力システムにこの情報を挿入できます。また、バックオフィス・アプリケーションからの情報を格納し、カスタム・フィールドで表示することにより、ユーザーが簡単にアクセスできるようにすることもできます。





セキュリティ

Fusion Webサービスにアクセスする前に、クラウド・サービス(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloudなど)にアタッチされているセキュリティ・ポリシーに従ってユーザー資格証明を提供する必要があります。認証が成功したら、ユーザーはログインし、データをアクセスおよび取得するためのWebサービス・リクエストを発行できるようになります。クラウドWebサービスはすべてステートレス(Oracle Sales CloudやOracle HCM Cloudなど)です。この場合、各Webサービス・コールはアトミック・トランザクションであり、永続セッションには関連付けられていません。ステートレスWebサービス・コールの管理は、基礎となるFusionフレームワークによって処理され、エンド・ユーザーからは分離されます。










アダプタ構成ウィザードを使用した統合の設計


この項では、Oracle HCM Cloudアダプタの使用に関する設計時と実行時の状況について説明します。


Oracle HCM CloudアダプタをSOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle Service Busビジネス・サービスに組み込むには、アダプタ構成ウィザードを使用します。このウィザードは、Oracle HCM Cloudアプリケーションと通信するために必要なアーティファクトを作成する構成ページで構成されます。アダプタはインバウンド(ソース)方向またはアウトバウンド(ターゲット)方向で構成できます。
	
インバウンド(ソース)方向:

「基本情報」ページでは、意味のある名前および説明(オプション)を入力するよう求められます。

「接続」ページでは、使用するWSDL、セキュリティ・ポリシーおよび認証キーを指定するよう求められます。認証キーは、「追加」アイコンをクリックしてキー名、ユーザー名およびパスワードを指定することによって作成します。また、これらと同じ値をOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでも指定する必要があります。「接続」ページでは、Oracle HCM Cloudアプリケーションへの接続をテストすることもできます。これにより、サービス・カタログ・サービスおよび資格証明へのURLが正しいことを確認できるようになります。接続が成功したかどうか、および資格証明がOracle HCM Cloudアプリケーションによって認証されているかどうかを示すステータスが表示されます。接続試行中に発生したエラーも表示されます。

「リクエスト」ページでは、Oracle HCM Cloudアプリケーションからリクエストとして受信するビジネス・オブジェクトを選択するよう求められます。

Oracle Sales Cloudインスタンス内で使用可能なデータ・オブジェクトをすべて取得するために、アダプタは最初に、サービスのWSDLで参照されているスキーマ・ドキュメント(.XSD)を読み取ります。アダプタは次に、このXSDを解析してすべてのスキーマ・インポートのリストを取得し、これらをデータ・オブジェクトとして表示します。

たとえば、アダプタは、オポチュニティ・サービスのWSDLと参照先のスキーマOpportunityService.xsdファイルを読み取ることにより、オポチュニティ・ビジネス・オブジェクトとその有用なメタデータを表示します。次に、XSDが、オポチュニティ・ビジネス・オブジェクトが定義されている別のスキーマOpportunity.xsdをインポートします。オポチュニティ・ビジネス・オブジェクトのメタデータはこのスキーマに定義されています。

選択を簡単に行うためにビジネス・オブジェクトの表示をフィルタ処理できる検索機能が用意されています。検索文字列を入力すると、リスト・ブラウザでは、すべてのオブジェクトを表示するかわりに、一致するビジネス・オブジェクトのみがレンダリングされます。

「レスポンス」ページでは、Oracle HCM Cloudアプリケーションにレスポンスとして送信する統合用のビジネス・オブジェクトを選択するよう求められます。レスポンスを送信しないようにするには、「送信」チェックボックスを選択解除します。また、必要に応じて、Oracle Sales Cloudアプリケーションに即時レスポンスを送り戻すよう選択することもできます。即時レスポンスは、対話型レスポンスを意味します。即時レスポンスの場合、任意のデータ・オブジェクトをレスポンス・ドキュメントとして選択できます。また、即時レスポンスとともにフォルトの詳細を送信するよう選択することもできます。

「サマリー」ページには、選択した内容が表示されます。


	
アウトバウンド(ソース)方向:

「基本情報」ページでは、意味のある名前および説明(オプション)を入力するよう求められます。これは、インバウンド方向の場合に表示されるページと同じページです。

「操作」ページでは、ビジネス・オブジェクトまたはサービス、および選択内容に対して実行する操作を選択するよう求められます。

サービス名に基づく検索機能も提供されます。ビジネス・サービスを簡単に選択するには、検索文字列を入力します。リスト・ブラウザでは、すべてのサービスを表示するかわりに、一致するビジネス・サービスのみがレンダリングされます。

「サマリー」ページには、アウトバウンド方向の選択内容が表示されます。




Oracle JDeveloperの「アプリケーション」ウィンドウ内のアダプタ・インスタンスごとに次のアーティファクトが作成されます。
	
WSDLファイル: 標準のWSDLファイル・タイプのみがサポートされます。


	
JCAファイル: 実行時にアダプタが使用する内部実装の詳細が含まれます。これには、アダプタが使用する様々な相互作用と接続のプロパティが含まれます。




アプリケーションの構成が完了したら、アプリケーションをOracle JDeveloperから実行時環境にデプロイできます。

注意:

このウィザードは、レスポンス・メッセージ・コールバックの作成はサポートしていません。別の方法として、コールバックをサポートするアクティビティが含まれるようBPELプロセスを設計できます。



ウィザード・ページのフィールドで指定する詳細情報の詳細は、「Oracle HCM Cloudプロパティの構成」を参照してください。










実行時のアプリケーションの監視


この項では、Oracle HCM Cloudアダプタの使用に関する設計時と実行時の状況について説明します。


ランタイム

アダプタのランタイム部分を使用して、設計時に生成された情報をサービス・エンドポイントに配信します。SOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle Service Busビジネス・サービスは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlから監視できます。また、Oracle Service BusコンソールからOracle Service Busビジネス・サービス・プロジェクトをテストすることもできます。










Oracle HCM Cloudアダプタの設計統合パターンの理解


Oracle HCM Cloudアダプタは、アダプタ構成ウィザードの次の設計統合パターンをサポートしています。


Oracle HCM CloudアダプタからOracle HCM Cloudアプリケーションへのアウトバウンド統合

	
Oracle HCM Cloudアプリケーションに接続するためにOracle HCM Cloudアダプタを構成します。


	
一連の使用可能なビジネス・オブジェクト(標準およびカスタム)内を移動し、オブジェクトを呼び出すための操作を選択します。また、検索機能を使用してビジネス・オブジェクトを検索することもできます。


	
アダプタ構成を保存し、アダプタ構成ウィザードを終了します。


	
アプリケーション・ビジネス・オブジェクトをOracle HCM Cloudの論理ビジネス・オブジェクトにマップします。


	
SOAコンポジット・アプリケーションの設計を完了します。




実行時に、SOAコンポジット・アプリケーションにより、Oracle HCM Cloud上のビジネス・オブジェクトに対して選択した操作がOracle HCM Cloudアダプタを使用して実行されます。





Oracle HCM CloudアプリケーションからOracle HCM Cloudアダプタへのインバウンド統合

Oracle HCM Cloudアダプタは、インバウンド接続を目的として構成することもできます。たとえば、Oracle HCM Cloudアダプタを使用してインバウンド・サービス・インタフェースを定義することにより、Oracle HCM Cloudアダプタとオンプレミス・アプリケーションを統合できます。この場合、このサービスはOracle HCM Cloudによって呼び出されます。

	
Oracle HCM Cloudによって呼び出されるインバウンド・サービス・インタフェースを定義します。


	
オブジェクトのリスト内を参照してサービス・エンドポイントを構成します。Oracle HCM Cloudからリクエスト・ペイロードとしてこのSOAコンポジット・アプリケーションで受け取るビジネス・オブジェクトを選択します。


	
Oracle HCM Cloudアダプタの構成を完了します。


	
ビジネス要件に従ってSOAコンポジット・アプリケーションの設計を完了します。













3 SOAコンポジット・アプリケーションの設計


この項では、Oracle JDeveloperでOracle HCM Cloudアダプタを使用してOracle SOAコンポジット・アプリケーションを設計する方法について説明します。


トピック

	
SOAコンポジット・アプリケーションの作成


	
SOAコンポジット・アプリケーションへのアダプタのサービスまたは参照としての追加


	
SOAコンポジット・アプリケーションの設計の完了













SOAコンポジット・アプリケーションの作成


この項では、アダプタを公開サービスまたは外部参照として追加するSOAコンポジット・アプリケーションを作成する方法の概要を示します。

	Oracle JDeveloperを起動します。
	「ファイル」メニューから、「新規」→「アプリケーション」の順に選択します。
	「新規ギャラリ」ダイアログで、「アイテム」リストから「SOAアプリケーション」を選択し、「OK」をクリックします。SOAアプリケーションの作成ウィザードが表示されます。
	アプリケーション名を指定し、「次へ」をクリックします。
	プロジェクト名を指定し、「次へ」をクリックします。
	BPELプロセスを使用するコンポジットを選択し、「終了」をクリックします。
SOAコンポジット・エディタに設計用のSOAコンポジット・アプリケーションが表示されます。











SOAコンポジット・アプリケーションへのアダプタのサービスまたは参照としての追加


Oracle HCM Cloudアダプタは、Oracle JDeveloperで公開サービス・スイムレーンに対するインバウンド(ソース)サービスとして、または外部参照スイムレーンに対するアウトバウンド(ターゲット)参照として、SOAコンポジット・アプリケーションに追加できます。

	SOAコンポジット・アプリケーション内のコンポーネント・パレットに移動します。
	「カスタム/サード・パーティ」の下の「クラウド」セクションに移動します。
アダプタが表示されます。
[image: 図GUID-618EB48F-021F-41D7-BC78-6B7DFF3BC4FB-default.pngの説明が続きます]





	アダプタを適切なスイムレーンにドラッグします。
	インバウンド(ソース)サービスを作成するには、アダプタを「公開されたサービス」スイムレーンにドラッグし、アダプタを構成するためのウィザード・ページを説明する次の各項を参照します。

	
基本情報プロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキーのプロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudソースのリクエスト・プロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudソースのレスポンス・プロパティの構成


	
「サマリー」ページでの構成値のレビュー







	アウトバウンド(ターゲット)参照を作成するには、アダプタを「外部参照」スイムレーンにドラッグし、アダプタを構成するためのウィザード・ページを説明する次の各項を参照します。

	
基本情報プロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキーのプロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudターゲットの操作プロパティの構成


	
「サマリー」ページでの構成値のレビュー



















SOAコンポジット・アプリケーションの設計の完了


この項では、SOAコンポジット・アプリケーションの設計を完了する方法、およびアプリケーションをデプロイする方法の概要を示します。

	SOAコンポジット・アプリケーションの残りのコンテンツを設計します。次に例を示します。

	
BPELプロセスをアダプタに接続します。この例では、BPELプロセスは外部参照としてアダプタに接続されます。


	
BPELプロセスのコンテンツを設計します。次に例を示します。
	
BPELプロセスをダブルクリックします。


	
アダプタを呼び出すための呼出しアクティビティを追加および構成します。


	
アダプタとメッセージとの送受信を行う際に変数のコンテンツを別の変数にコピーするための割当てアクティビティを追加および構成します。


	
必要に応じて他のアクティビティを追加および構成します。

完了したら、SOAコンポジット・エディタでSOAコンポジット・アプリケーションを表示します。











SOAコンポジット・アプリケーションの作成および設計の詳細は、『Oracle SOAスイートでのSOAアプリケーションの開発』を参照してください。


	SOAコンポジット・アプリケーションをデプロイします。
	ナビゲータでプロジェクトを右クリックし、「デプロイ」→project_nameの順に選択します。
	デプロイ・ウィザードの手順に従って、SOAコンポジット・アプリケーションをアプリケーション・サーバーにデプロイします。












4 Oracle Service Busのビジネス・サービスの設計


この項では、Oracle JDeveloperでアダプタを使用してOracle Service Busビジネス・サービスを設計する方法について説明します。


トピック

	
Oracle Service Busビジネス・サービスの作成


	
ビジネス・サービスへのアダプタのサービスまたは参照としての追加


	
Oracle Service Busビジネス・サービスの設計の完了













Oracle Service Busビジネス・サービスの作成


この項では、Oracle JDeveloperでアダプタを追加するOracle Service Busビジネス・サービスを作成する方法の概要を示します。

	Oracle JDeveloperを起動します。
	「ファイル」メニューから、「新規」→「アプリケーション」の順に選択します。
	「新規ギャラリ」ダイアログで、「アイテム」リストから「Service Busアプリケーション」を選択し、「OK」をクリックします。
	アプリケーション名を指定し、「次へ」をクリックします。
	プロジェクト名を指定します。
	「Service Bus」を選択し、「終了」をクリックします。
Oracle Service Bus概要エディタに設計用のOracle Service Busビジネス・サービスが表示されます。











ビジネス・サービスへのアダプタのサービスまたは参照としての追加


アダプタは、Oracle JDeveloperでプロキシ・サービス・スイムレーンに対するインバウンド(ソース)プロキシ・サービスとして、または外部サービス・スイムレーンに対するアウトバウンド(ターゲット)外部サービスとして、Oracle Service Busビジネス・サービスに追加できます。

	Oracle Service Busビジネス・サービス内のコンポーネント・パレットに移動します。
	「Service Bus」の下の「クラウド」セクションに移動します。
アダプタが表示されます。

[image: 図GUID-CAD54F87-3CC9-4514-A712-70B1B85A5F93-default.pngの説明が続きます]






	アダプタを適切なスイムレーンにドラッグします。
	インバウンド(ソース)プロキシ・サービスを作成するには、アダプタを「プロキシ・サービス」スイムレーンにドラッグし、アダプタを構成するためのウィザード・ページを説明する次の各項を参照します。

	
基本情報プロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキーのプロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudソースのリクエスト・プロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudソースのレスポンス・プロパティの構成


	
「サマリー」ページでの構成値のレビュー







	アウトバウンド(ターゲット)外部サービスを作成するには、アダプタを「外部サービス」スイムレーンにドラッグし、アダプタを構成するためのウィザード・ページを説明する次の各項を参照します。

	
基本情報プロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキーのプロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudターゲットの操作プロパティの構成


	
「サマリー」ページでの構成値のレビュー



















Oracle Service Busビジネス・サービスの設計の完了


この項では、Oracle Service Busビジネス・サービスの設計を完了する方法、およびアプリケーションをデプロイする方法の概要を示します。

	Oracle Service Busビジネス・サービスのコンテンツを設計します。たとえば、ビジネス・サービスでOracle Service Busプロキシ・サービスを構成するには:
	Oracle Service Bus概要エディタで、「パイプライン/分割結合」レーンを右クリックして、「挿入」→「パイプライン」を選択します。
「パイプライン・サービスの作成」ダイアログが表示されます。


	パイプラインの名前を入力し、プロジェクトの場所を選択し、「次へ」をクリックします。
	「サービス・タイプ」として「WSDL」を選択します。
	選択した「WSDL」の右側で、「参照」アイコンをクリックし、WSDLを選択します。
	「アプリケーション」を選択します。
	「リソース・チューザ」を展開し、WSDLファイルを選択し、「OK」をクリックします。
	「プロキシ・サービスとして公開」が選択されていることを確認します。
	「プロキシ・トランスポート」リストから「http」を選択し、「終了」をクリックします。
Oracle Service Bus概要エディタに「パイプライン」コンポーネントが表示されます。


	「パイプライン」コンポーネントに外部サービスを接続します。


Oracle Service Busビジネス・サービスの作成および設計の詳細は、『Oracle Service Busでのサービスの開発』を参照してください。


	デフォルト・ルーティングを表すパイプラインを開きます。
	ダイアログの下部にあるルーティング・プロパティ・タブにサービスおよび対応する操作が表示されることを確認します。
これで、アウトバウンド・プロジェクトをデプロイできます。


	ビジネス・サービスをデプロイします。
	プロジェクトを選択し、「Service Busサーバーへのデプロイ」を選択します。
	デプロイ・ウィザードの手順に従います。












5 Oracle HCM Cloudプロパティの構成


Oracle HCM Cloud接続を使用すると、Oracle HCM Cloudアプリケーションとの統合を作成できます。

次の項では、Oracle HCM Cloudを統合内のソースおよびターゲットとして構成する方法について説明します。


トピック

	
基本情報プロパティの構成


	
Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキーのプロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudソースのリクエスト・プロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudソースのレスポンス・プロパティの構成


	
Oracle HCM Cloudターゲットの操作プロパティの構成


	
「サマリー」ページでの構成値のレビュー





注意:

選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスのライフサイクル値が非推奨である場合、警告メッセージが表示されます。ビジネス・オブジェクトまたはサービスによって置換ビジネス・オブジェクトまたはサービスに関する情報が取得された場合、この情報も表示される場合があります。この情報は、サービスのWSDL内の注釈要素内の情報です。

Oracle HCM Cloudの詳細は、「Oracle HCM」を参照してください。










基本情報プロパティの構成


統合内の各ソースおよびターゲットの「基本情報」ページで名前と説明を入力できます。


トピック

	
「基本情報」ページで実行可能な操作


	
「基本情報」ページに表示される内容









「基本情報」ページで実行可能な操作


ソースまたはターゲットの「基本情報」ページでは、次の値を指定できます。「基本情報」ページは、コネクタをソースまたはターゲット領域にドラッグする場合は常に表示される最初のウィザード・ページです。

	意味のある名前を指定します。
	職責の説明を指定します。







「基本情報」ページに表示される内容


次の表では、「基本情報」ページ上の主な情報について説明します。



	要素	説明
	
接続にどのような名前を付けますか。

	
他のユーザーが接続について理解できるように意味のある名前を付けます。たとえば、ソースOracle RightNow Cloud接続を作成する場合、RightNowInboundDirectionという名前を付けることができます。名前には、英語のアルファベット文字、数字、アンダースコアおよびダッシュを含めることができます。次のものを含めることはできません。
	
空白スペース(My RightNow Connectionなど)


	
特殊文字(#;83&またはrigh(t)now4など)


	
マルチバイト・キャラクタ







	
この接続では何が行われますか。

	
必要に応じて、接続の職責の説明を入力します。例: この接続は、Oracle Sales Cloudとアカウント情報を同期化するためのインバウンド・リクエストを受信します。

















Oracle Cloudアダプタ接続およびCSFキーのプロパティの構成


統合用のOracle Cloudアダプタ構成の接続性および資格証明ストア・フレームワーク(CSF)のキー値を入力します。


トピック

	
Oracle HCM Cloudアダプタの「接続」ページで実行可能な操作

Oracle HCM Cloudアダプタの「接続」ページに表示される内容


	
Oracle HCM Cloudアダプタの「CSFキー」ページで実行可能な操作


	
Oracle HCM Cloudアダプタの「CSFキー」ページに表示される内容









Oracle HCM Cloudアダプタの「接続」ページで実行可能な操作


Oracle Cloudアダプタに対して次の接続値を指定できます。

	アダプタに対してWSDL URLを指定します。Oracle Eloqua Cloudアダプタを構成する場合、WSDLは必要ありません。
	セキュリティ・ポリシーを設定します。
	認証キーを作成します。1つの方向(アウトバウンドなど)に対して作成したキーは、反対の方向(インバウンドなど)でも選択できます。







Oracle HCM Cloudアダプタの「接続」ページに表示される内容


次の表では、Oracle Cloudアダプタの「接続」ページ上の主な情報について説明します。



	要素	説明
	
WSDL URL

	
注意: このフィールドは、Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合は表示されません。

WSDLを指定します。WSDLは、インスタンスに固有の統合を構築するために使用されます。「WSDL URL」フィールドの横にあるブラウザ・アイコンを選択することにより、ファイル・システムまたは別のソースからWSDLを選択することもできます。ダイアログの上部にある「ファイル・システム」をクリックし、WSDLを参照します。


	
セキュリティ・ポリシー

	
環境に適したセキュリティ・ポリシー(USERNAME_PASSWORD_TOKENなど)を選択します。

	
ウィザードにはすべてのポリシーが表示されますが、これには、適切でない可能性があるポリシーも含まれます。正しい選択を行うには、ポリシーに関する知識が必要です。たとえば、SAMLベースのポリシーを選択することはできませんが、これは、アイデンティティが伝播されないからです。


	
クラウド・アダプタに適用するポリシーはクラウド・アダプタに固有のものであり、コンポジット内の他のエンドポイントには影響しません。





	
認証キー

	
CSF認証キーを選択します。

	
追加: 新しい認証キーを作成する場合にクリックします。キー名、ユーザー名およびパスワードを指定する必要があります。アプリケーションを正常にデプロイおよび管理するには、これらと同じ値をOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで指定する必要があります。


	
編集: 認証キーを編集する場合にクリックします。


	
削除: 認証キーを削除する場合にクリックします。





	
テスト

	
認証キーを検証する場合にクリックします。













Oracle HCM Cloudアダプタの「CSFキー」ページで実行可能な操作


Oracle Cloudアダプタに対して次のCSFキー値を指定できます。

	CSFキー名
	会社名(Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合のみ)
	ユーザー名およびパスワード







Oracle HCM Cloudアダプタの「CSFキー」ページに表示される内容


次の表では、Oracle Cloudアダプタの「CSFキー」ページ上の主な情報について説明します。



	要素	説明
	
CSFキー名

	
資格証明の実行時インジェクションを有効にするためのCSFキーを指定します。アダプタは、CSFを使用して、アプリケーション(Oracle Sales CloudまたはOracle HCMアプリケーションなど)による認証に必要なユーザー名およびパスワードを取得します。このキーは、設計時のログイン資格証明を識別します。アプリケーションを正常にデプロイおよび管理するには、これらと同じ値をOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで指定する必要があります。手順は、『Oracle Cloudアダプタ・インストール後の構成ガイド』を参照してください。


	
会社名

	
注意: このフィールドは、Oracle Eloqua Cloudアダプタの場合にのみ表示されます。

Oracle Eloquaの会社名を指定します。


	
ユーザー名

	
アプリケーション(Oracle Sales CloudまたはOracle HCMアプリケーションなど)に接続するためのユーザー名を入力します。ユーザー資格証明は管理者から提供されます。


	
パスワード

	
アプリケーションに接続するためのパスワードを入力します。


	
パスワードの再入力

	
再度同じパスワードを入力します。

















Oracle HCM Cloudソースのリクエスト・プロパティの構成


統合用のOracle HCM Cloudソースのリクエスト値を入力します。


トピック

	
Oracle HCM Cloudソースの「リクエスト」ページで実行可能な操作


	
Oracle HCM Cloudソースの「リクエスト」ページに表示される内容









Oracle HCM Cloudソースの「リクエスト」ページで実行可能な操作


Oracle HCM Cloud用として次のソースのリクエスト値を選択できます。

	ビジネス・オブジェクトを選択します。







Oracle HCM Cloudソースの「リクエスト」ページに表示される内容


次の表では、Oracle HCM Cloudソースの「リクエスト」ページ上の主な情報について説明します。



	要素	説明
	
ビジネス・オブジェクトの選択

	
統合を開始するリクエストとして受信するビジネス・オブジェクトをOracle HCM Cloudアプリケーションから選択します。


	
オブジェクト名フィルタ

	
ビジネス・オブジェクトの表示をフィルタ処理するために名前の先頭の文字を入力します。


	
名前

	
選択したビジネス・オブジェクトの名前を表示します。


	
説明

	
選択したビジネス・オブジェクトの説明を表示します。

















Oracle HCM Cloudソースのレスポンス・プロパティの構成


統合用のOracle HCM Cloudソースのレスポンス値を入力します。


トピック

	
Oracle HCM Cloudソースの「レスポンス」ページで実行可能な操作


	
Oracle HCM Cloudソースの「レスポンス」ページに表示される内容









Oracle HCM Cloudソースの「レスポンス」ページで実行可能な操作


Oracle HCM Cloudのレスポンス・タイプで構成される操作およびビジネス・オブジェクトを構成できます。

	レスポンス不要(自動実行): レスポンスが必要ないため、「レスポンス」ページの「送信」チェックボックスを選択解除します。
	即時(同期)レスポンス: レスポンス・ビジネス・オブジェクトは出力として即時返されます。「レスポンス」ページでレスポンス・タイプとして「即時」を選択し、クライアントに対するレスポンスの一部としてビジネス・オブジェクトを選択します。







Oracle HCM Cloudソースの「レスポンス」ページに表示される内容


次の表では、Oracle HCM Cloudソースの「レスポンス」ページ上の主な情報について説明します。


ビジネス要件に適したレスポンスのタイプを選択します。

	
レスポンスが不要(自動実行) (手順は表5-1を参照)


	
即時(同期)レスポンスが必要(手順は表5-2を参照)




次の表では、レスポンスが必要ない場合(自動実行)に使用可能なフィールドについて説明します。


表5-1 レスポンス・タイプ: レスポンスが不要(自動実行)

	要素	説明
	
送信

	
レスポンスが必要ない場合は選択解除します。このオプションを選択すると、必要ない場合にビジネス・オブジェクトの選択が無効になります。


	
レスポンス・タイプ

	
「送信」チェックボックスを選択解除すると、このセクションは無効になります。


	
ビジネス・オブジェクトの選択

	
「送信」チェックボックスを選択解除すると、このセクションは無効になります。







次の表では、即時(同期)レスポンスが必要な場合に使用可能なフィールドについて説明します。


	
表5-2 レスポンス・タイプ: 即時(同期)レスポンスが必要

	要素	説明
	
即時レスポンス

	
統合からレスポンスを受信するまでOracle HCM Cloudアプリケーションが待機するようにするには、「即時」を選択します。これは、リクエストおよびレスポンス・メッセージ交換パターンとも呼ばれます。これはデフォルト選択です。


	
フォルトも送信

	
リクエストの処理中に統合でエラーが発生したときにフォルト情報をOracle HCM Cloudアプリケーションに送信する場合は、このチェックボックスを選択します。これは、即時レスポンス・タイプでのみ使用可能なオプションのチェックボックスです。


	
オブジェクト名フィルタ

	
ビジネス・オブジェクトの表示をフィルタ処理するために先頭の文字を入力します。


	
ビジネス・オブジェクトの選択

	
Oracle HCM Cloudアプリケーションからレスポンスとして受信するビジネス・オブジェクトを選択します。


	
名前

	
選択したビジネス・オブジェクトの名前を表示します。


	
説明

	
選択したビジネス・オブジェクトの説明を表示します。




















Oracle HCM Cloudターゲットの操作プロパティの構成


統合用のOracle HCM Cloudターゲットの操作値を入力します。


トピック

	
Oracle HCM Cloudターゲットの「操作」ページで実行可能な操作


	
Oracle HCM Cloudターゲットの「操作」ページに表示される内容









Oracle HCM Cloudターゲットの「操作」ページで実行可能な操作


Oracle HCM Cloud用として次のターゲットの操作値を構成できます。

	ビジネス・オブジェクトまたはサービスを選択します。
	選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスに対して実行する操作を選択します。







Oracle HCM Cloudターゲットの「操作」ページに表示される内容


次の表では、Oracle HCM Cloudターゲットの「操作」ページ上の主な情報について説明します。



	要素	説明
	
参照基準

	
参照基準としてビジネス・オブジェクトまたはサービスを選択します。ビジネス・オブジェクトとサービスの間には、1対1の対応関係があります。サービスはビジネス・ドキュメントに対して機能します。

	
ビジネス・オブジェクト: 使用可能なビジネス・オブジェクトのリストを参照する場合に選択します。


	
サービス: 使用可能なサービスのリストを参照する場合に選択します。





	
オブジェクト・フィルタ名

	
ビジネス・オブジェクトの表示をフィルタ処理するために先頭の文字を入力します。


	
ビジネス・オブジェクト

	
使用するビジネス・オブジェクトまたはサービスを選択します。


	
選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスに対して実行する操作を選択

	
選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスに対して実行する操作を選択します。


	
ライフ・サイクル

	
選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスの状態が表示されます。非推奨は、ビジネス・ドキュメントが使用終了に近いために注意して使用する必要があることを示します。


	
名前

	
選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスの名前が表示されます。


	
説明

	
選択したビジネス・オブジェクトまたはサービスの説明が表示されます。

















「サマリー」ページでの構成値のレビュー


「サマリー」ページで特定のソース・コネクタまたはターゲット・コネクタの構成値をレビューできます。


トピック

	
「サマリー」ページで実行可能な操作


	「サマリー」ページに表示される内容







「サマリー」ページで実行可能な操作


「サマリー」ページでソースまたはターゲット構成の詳細をレビューできます。「サマリー」ページは、構成を完了した後の各接続の最終ウィザード・ページです。

	ソースまたはターゲットに対して定義した構成の詳細を表示します。たとえば、リクエスト・ビジネス・オブジェクトおよび即時レスポンス・ビジネス・オブジェクトを使用してインバウンドOracle RightNow Cloudソースを定義した場合、この構成に関する特定の詳細が「サマリー」ページに表示されます。
	構成の詳細を保存する場合は、「完了」をクリックします。
	左側のパネル内の特定のタブをクリックし、構成定義を更新します。







「サマリー」ページに表示される内容


次の表では、「サマリー」ページ上の主な情報について説明します。



	要素	説明
	
サマリー

	
ウィザードの前のページで定義したソースまたはターゲット構成値のサマリーが表示されます。前のページに戻って値を更新するには、左側のパネル内の適切なタブをクリックします。

















6 アプリケーションの管理


この項では、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはOracle Service BusコンソールからOracle HCM Cloudアダプタを使用するOracle SOA SuiteまたはOracle Service Busアプリケーションを監視する方法について説明します。


トピック

	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでのアプリケーションの管理


	
Oracle Service BusコンソールからのOracle Service Busプロジェクトのテスト













Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlでのアプリケーションの管理


アダプタが含まれるSOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle Service Busビジネス・サービスは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで管理できます。

	Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlにログインします。
	ナビゲータで、ツリーを展開してSOAコンポジット・アプリケーションまたはOracle Service Busビジネス・サービス・プロジェクトを表示します(この例では、SOAコンポジット・アプリケーションが選択されています)。
	SOAコンポジット・アプリケーションを選択します。

[image: 図GUID-47E37EFD-BCF9-4399-9888-7CD0EA98A88C-default.pngの説明が続きます]




	「テスト」をクリックします。
「Webサービスのテスト」ページが表示されます。


	ページ上のフィールドに入力し、コンポジットのテストを開始します。
	「Webサービスのテスト」をクリックします。
呼出し結果が表示されます。


	「フロー・トレースの起動」をクリックして、SOAコンポジット・アプリケーションのフロー・トレースを表示します。これには、アダプタに関するフローの詳細が含まれます。
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlからのアプリケーションの監視の詳細は、『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』および『Oracle Service Busの管理』を参照してください。











Oracle Service BusコンソールからのOracle Service Busビジネス・サービスのテスト


Oracle Service BusコンソールからOracle Service Busビジネス・サービス・プロジェクトをテストできます。

	Oracle Service Busコンソールにログインします。
	「すべてのプロジェクト」の下のナビゲータで、テストするプロジェクトを開きます。
	ナビゲータで、そのプロジェクトのビジネス・サービスをクリックします。
	「テスト・コンソールの起動」(緑色の矢印ボタン)をクリックし、アウトバウンド・エンドポイントをテストします。
これにより、テストするプロキシ・サービスおよび操作が表示されたウィンドウが開きます。


	入力を指定して「実行」をクリックします。
これにより、Oracle Cloudアプリケーションにペイロードが送信されます。レスポンスは「レスポンス・ドキュメント」セクションの下に表示されます。

Oracle Service Busビジネス・サービス・プロジェクトのテストの詳細は、『Oracle Service Busの管理』を参照してください。
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Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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